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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月3日(2018.4.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光パワーを測定するための装置であって、：
前記装置は、光信号を伝播するように構成された光ファイバーを備え、該光ファイバーは
コアおよび少なくとも第１のクラッド層を含み、前記光信号の一部は、散乱したファイバ
ー光を形成するために光ファイバーの長さに沿って光ファイバーから散乱し；
前記装置は、光ファイバーの長さに沿って散乱したファイバー光を受け取り、かつ受け取
られた散乱ファイバー光に基づいて検出信号を出力するように構成された検出器システム
を備え、
前記装置は、検出信号を受け取り、受け取られた検出信号に基づいて光信号のパワー値を
決定するように構成されたプロセッサを含み、
前記装置はさらに、光ファイバーと検出器システムとの間に位置し、かつ、プロセッサに
動作可能につながれた偏光モジュレータ・ユニットを含み、偏光モジュレータ・ユニット
は、散乱したファイバー光が光ファイバーを出た後、あるいは散乱したファイバー光が検
出器システムに到達する前に、散乱したファイバー光の強さを修正するように構成される
、光パワーを測定するための装置。
【請求項２】
　第１のクラッド層は屈折率を有し、
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光ファイバーは、光ファイバーの長さに沿って第１のクラッド層を包む、第２のクラッド
層をさらに含み、
第２のクラッド層は第１のクラッド層の屈折率より低い屈折率を有し、その結果、第１の
クラッド層に挿入されたポンプ光が光ファイバーの長さに沿って第１のクラッド層内に含
まれている請求項１に記載の光パワーを測定するための装置。
【請求項３】
前記検出器システムは複数の光検出位置を含み、
複数の光検出位置は、各々少なくとも１つの異なる位置からの光を集光する請求項１に記
載の光パワーを測定するための装置。
【請求項４】
前記検出器システムは１×Ｎ線形アレイ検出器を含み、
Ｎは１より大きい整数である請求項３に記載の光パワーを測定するための装置。
【請求項５】
　検出器システムは単一画素検出器を含んでいる請求項１に記載の光パワーを測定するた
めの装置。
【請求項６】
　散乱したファイバー光は散乱したポンプ光を含み、
前記装置はさらに、
光ファイバーと検出器システムの間に位置した画像化光学系を含み、
前記画像化光学系は検出器システム上に散乱したファイバー光を向けるように構成され、
前記装置は、検出器システムに達する前に散乱したファイバー光からの散乱したポンプ光
をフィルタリングするように構成された波長フィルターを含む請求項１に記載の光パワー
を測定するための装置。
【請求項７】
　光信号はコア－信号－光伝播方向に光ファイバーを介して伝播し、
　前記光ファイバーは偏光電界方向をもたらす偏光維持（ＰＭ）ファイバーであり、
　前記検出器システムは、偏光電界方向とコア－信号－光伝播方向の両方に垂直な方向に
光ファイバーから散乱する散乱ファイバー光の一部を検出するために配向される請求項１
に記載の光パワーを測定するための装置。
【請求項８】
　光信号はコア－信号－光伝播方向に光ファイバーを介して伝播し、
　前記光ファイバーは偏光電界方向をもたらす偏光維持（ＰＭ）ファイバーであり、
　前記プロセッサはロックイン検出モジュールを含み、
　前記偏光モジュレータ・ユニットは偏光子を含んでおり、前記偏光モジュレータ・ユニ
ットは、偏光電界方向とコア－信号－光伝播方向の両方に垂直な方向に光ファイバーから
散乱する散乱ファイバー光の一部を受け取るように配され、および、前記プロセッサは検
出器システムによって受け取られた散乱したファイバー光の信号対雑音比を改善するため
に偏光モジュレータ・ユニットおよびロックイン検出モジュールを制御する請求項１に記
載の光パワーを測定するための装置。
【請求項９】
　前記プロセッサは光信号のパワー値の決定中に散乱したファイバー光に関連した光ファ
イバーの長さに沿って光の強さの欠陥をデータフィルタリングするようにさらに構成され
る請求項１に記載の光パワーを測定するための装置。
【請求項１０】
　ポンプ・ダンプ、および光ファイバーに光学的につながれた較正パワーメーターを更に
含み、
前記較正パワーメーターは装置のパワー較正を提供するように構成される請求項１に記載
の光パワーを測定するための装置。
【請求項１１】
　装置であって、当該装置は、
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光信号を伝播するように構成された光ファイバーを備え、該光ファイバーはコアおよび少
なくとも第１のクラッド層を含み、光学信号の一部は、散乱したファイバー光を形成する
ために光ファイバーの長さに沿って光ファイバーから散乱し、
前記装置は、
光ファイバーの長さに沿って散乱したファイバー光を検出し、画像化された散乱ファイバ
ー光に基づいて信号を出力するための手段、
画像信号に基づいて光信号のパワー値を決定するための手段、および、
散乱したファイバー光が光ファイバーを出た後、および、散乱したファイバー光が前記出
力するための手段に到達する前に、散乱したファイバー光の強さを修正するための手段で
あって、前記修正するための手段が前記光ファイバーと前記出力するための手段との間に
位置し、前記パワー値を決定するための手段が前記修正するための手段と動作可能に結合
される、手段を備えてなる装置。
【請求項１２】
　前記検出器システムはさらに、
　受信機モジュールを備え、前記受信機モジュールは、
　第１の時間間隔において、光ファイバーの長さに沿って散乱したファイバー光を受け取
り、および、第１の時間間隔の間に受け取られた散乱したファイバー光に基づいて第１の
検出信号を出力し、および、
　第１の時間間隔の後の第２の時間間隔において、光ファイバーの長さに沿って散乱した
ファイバー光を受け取り、および、第２の時間間隔の間に受け取られた散乱したファイバ
ー光に基づいて第２の検出信号を出力する、ように構成され、
　前記プロセッサはさらに、
　パワーモジュールを備え、前記パワーモジュールは、
　第１の検出信号を受け取り、
　受け取られた第１の検出信号に基づいて光信号の第１のパワー値を決定し、
　散乱したファイバー光に対する、決定された第１のパワー値の機能的適合を行い、およ
び、
　機能的適合と第２の検出信号に基づいて光信号の第２のパワー値を決定する、ように構
成される、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　検出器システムの位置は光ファイバーに対して固定される、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記プロセッサはさらに、光信号のパワー対時間プロファイルを決定するように構成さ
れる、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　光パワーを測定するための装置であって、
　前記装置は、
　光信号を伝播するように構成された光ファイバーであって、光ファイバーがコアおよび
少なくとも第１のクラッド層を含み、光信号の一部が、散乱したファイバー光を形成する
ために光ファイバーの長さに沿って光ファイバーから散乱する、光ファイバーと、
　光ファイバーの長さに沿って散乱したファイバー光を受けとり、かつ受け取られた散乱
したファイバー光に基づいて検出信号を出力するように構成された検出器システムと、
　検出信号を受け取り、かつ受け取られた検出信号に基づいて光信号のパワー値を決定す
るように構成されたプロセッサであって、光信号のパワー対時間プロファイルを決定する
ようにさらに構成された、プロセッサと、
　光ファイバーと検出器システムとの間に位置し、かつ、プロセッサに動作可能につなが
れた偏光モジュレータ・ユニットであって、散乱したファイバー光が光ファイバーを出た
後、および、散乱したファイバー光が検出器システムに到達する前に、散乱したファイバ
ー光の強さを修正するように構成される、偏光モジュレータ・ユニットと、
　決定されたパワー対時間プロファイルに少なくとも部分的に基づいて光信号を制御する
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ように構成された制御器、を含む装置。
【請求項１６】
　散乱したファイバー光は散乱したポンプ光を含み、
　前記装置はさらに、
　散乱したファイバー光を検出する前に、散乱したファイバー光を集束させるための手段
と、
　光信号の一部をポンプ光から分離させるために散乱したファイバー光を波長フィルタリ
ングするための手段を備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
　光信号はコア－信号－光伝播方向に光ファイバーを介して伝播し、光ファイバーは偏光
電界方向をもたらす偏光維持（ＰＭ）ファイバーであり、および、前記出力するための手
段は、偏光電界方向とコア－信号－光伝播方向の両方に垂直な方向に光ファイバーから散
乱する散乱ファイバー光の一部を検出するように配向される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１８】
　光ファイバーの長さに沿ってポンプ光を減衰するための手段と、
　光信号のパワー値の決定を較正するための手段をさらに含む、請求項１１に記載の装置
。
【請求項１９】
　前記出力するための手段は、光ファイバーに対して固定された位置関係にある、請求項
１１に記載の装置。
【請求項２０】
　光信号のパワー対時間プロファイルを決定するための手段と、
　決定されたパワー対時間プロファイルに少なくとも部分的に基づいて光信号を制御する
ための手段をさらに含む、請求項１１に記載の装置。
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